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　　　　　　　　　　“天文學名詞を見る”
　民國教育部から近頃“天文學名詞”といふ一書が出た・客れは支那に於けるモダン

天理學の術語集であるが，序丈を．讃んで見ると，此の事は民國十九年（1930）から卑語

委員會なるものを組織し，］2人の最高灌聖者が研究合議の結果として，今1934年一月

初版を登行したものであるといふ・内容は

　1．天文學名詞（第1－58頁）立面佛日支の5國語が英語のABC順に便1利よく井べ

　　　てあって，総計1324語・

　IL　星座録　　（第59－62頁）90個の星座名だけを取1）出し，羅英血糊支の各面語

　　　を井べたもの・

　IIL西丈索引　（第63－85頁）英濁佛の天心語をABC順に井べ，頁数や語順の索引

　　　としたものであるが，星座の原名であるラテン語が入ってみな）・・

　IV．中丈索引　（第86－10］頁）先づ始め二頁の“槍字表”があり，それからし：二書■

　　　乃至L二十五書■の頭字の順に索引がある．

大きさも，配列も甚だ氣のき）・たもので，近代の支那軍術界に於ける傑作の一たるを

失はない・

　吾々日本入も，一般にやはり漢字を用みてみる限り，何と言っても，一慮，民國の

人々の用語法を學び，賜れを特に尊敬しなければならkv・のは言ふまでもないことで

ある．此の黒影於）・て，本書が吾人に教ふる所は極めて多）・・我が日本に於V・て未だ

之れ程に椹威均岬つた術語集が出來てるないのは，甚だ遺憾であるが，それにも拘

らず，第1部に“日名”なる欄を置いて，現在我國に用ゐられてるる諸語を記してみる

のは，くすぐった）・氣持ちがする・その中に，（却って我が國人の或る者がするやう

に）東京方面の一部の人が用みる術語のみを探ることなく，むしろ多くを我が東亜天

文1協會の用語から探ってみるのは嬉しい・

　垣覧して，日本と中國とが全く別な鐸寿を用みてみる例が少くないのは，何とか互

ひに改めなければならな）・と考へさせられる・思ふに日支の關係は，恰も英米の關係

の如く，同文同種の間柄なのだから，今のうちに協定して，術語などを成るべく共通

にして置くことは，利のみあって，損の無いこと必然だからである・

　詳しい批評は別稿にゆつる（’sj）


